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食行動の変調？変容？

• 実質食料支出額が90年代半ばから減少して
きている。

• カロリー摂取量が低下している。（＋食事によ
る栄養摂取が減少している。）

– カロリー摂取の少ない高齢層が相対的に拡大

– 若年・中年齢層のカロリー摂取が減少

• これから人口減少期を迎えるが、、。
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食マーケットの拡大

• 90年代半ばまでの食料消費の動向をどのよ
うに理解するか

–摂取カロリーの増加ペースを実質支出額
の増加ペースが上回る

–満腹以上の価値を創造
• 高級志向、多様志向、簡便志向、健康志向

• モダン型食料消費として成熟
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モダン型食料消費とは？

• 人口増加と食料消費の増加

• 経済成長と食料消費の変化

• 都市化と食料消費の増加

• 機能性の向上

• フードシステムの効率化を追求

• モダン型消費は90年代半ばまで
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モダン型食料消費期の最後に
何が起こったか？

• 食のバブル

• 食い散らかし型消費

• 原材料の海外依存度上昇

• 食料自給率の低下

• 国内農業の沈滞

• 背景
– 農産物貿易の自由化

– 円高
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食マーケットの行方

• 90年代半ば以降の食料消費の動向をどのよ
うに理解するか

– 摂取されるカロリーが増加しながら実質支出額が
減少 → 摂取されるカロリーの減少を超える実
質支出額の減少

– 食品ロスの低下

– 2000年前後からの経済基調

• 長引くデフレ経済

• 見通せない将来

• ポストモダニティ型消費の登場
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ポストモダニティ型食料消費とは？

• 事業者からの視点

– 食べない

– 売れない

– 価格が安い

– 何を欲しているのか分からない

– わがまま?

• 「賢い消費者」の登場

– 消費者の関心事の多様化
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ポストモダニティ型食料消費（１）

• 変化する社会・経済構造

– 人口減少

– 高齢化の進展

– 産業構造の変化

– 揺れる購買力

– 過剰基調の食料供給とその不安定性

• 食の生産・加工・流通・情報技術の急速な発展

– 食の世界で生活技術を圧倒し始めた産業技術

– 期待はずれだった価格効果（競合と競争）

– 食の外部化と食品産業の責任

– 情報収集コストの低下（↔依然として高い情報生産コスト）
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ポストモダニティ型食料消費（２）

• 食への期待

– メリハリ：生きるための食と楽しむための食

– 間違いのない食のために

• 選択肢の拡大

価格、味、健康・安全、倫理（環境・人権・動物愛護）

• 確実な情報

原産地、生産方法・手段、流通経路

• これからの生産者像

– 効率的であると同時に信頼のおけるパートナー
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食料支出と部門別にみた帰属
（実質：2005年基準）

資料：農水省「農林漁業・食品工業を中心とした産業連関表」「食料需給表」、総務省「消費者物価指数」
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消費支出割合の推移

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

1969 1979 1989 1999 2009

その他の消費支出 教養娯楽 教育 交通・通信 保健医療

被服及び履物 家具・家事用品 光熱・水道 住居 食料

（％）

食料支出の減少→自動車等関係費＋通信費の増加

食料

交通・
通信

【参考資料】

資料：総務省「家計調査」 11



1日1人当たり摂取カロリーの変化（１）
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1日1人当たり摂取カロリーの変化（２）
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栄養素摂取の推移

資料：厚労省「国民健康・栄養調査」
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わが国における総人口の長期動向
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資料：「日本統計年鑑」、人口問題研究所
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消費者物価指数の動き（１）
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消費者物価指数の動き（２）
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世帯における食品ロス率

資料：農水省「平成19年度食品ロス統計調査(世帯調査)」
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